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工事用車両の運行台数（準備工事期間中）配布資料３１

※台数�「月別日平均台数」を示しています。また「往復」の台数になります。
※現時点での計画であり、工事の進捗により、台数の増減や時期が前後する可能性があります。

資機材の運搬車両

土砂の運搬車両
（台/日）

ポイント②：県道飯田南木曽線 市道1-17号交差箇所

H29年度 H30年度 H31年度

ピーク値：約60台/日（往復）

以降、
トンネル
掘削工事
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工事用車両の運行台数（トンネル工事以降）配布資料３２

※台数�「月別日平均台数」を示しています。また「片道」の台数になります。
※現時点での計画であり、工事の進捗により、台数の増減や時期が前後する可能性があります。

H31年度 H32年度 H33年度 H34年度 H35年度 H36年度 H37
年度

準備工事

トンネル掘削

片付け覆工・路盤工

（台/日）
資機材の運搬車両

発生土の運搬車両ピーク値：約270台/日（片道）



＜鼎地区（市道大休妙琴線の通行）＞

・運行時間帯：8時30分～17時00分 （準備工事期間中）

8時00分～17時00分 （ﾄﾝﾈﾙ掘削期間中 発生土の運搬）
7時00分～19時00分 （ﾄﾝﾈﾙ掘削期間中 資機材の運搬）

・休 工 日：日曜日、その他長期休暇（年末年始等）
○16時30分～17時00分�、土砂・発生土運搬車（ダンプトラック）の
運行台数の制限を行います。また、資機材の運搬にあたって、
7時00分～8時30分に通行する場合�、通勤車や小中学生の通学
に配慮します。

〇上記の時間帯以外や休工日に作業や運搬を行うことがあります。
その場合�事前に地元の皆様にお知らせします。

〇地域のイベント等が開催される場合�、運行時間などについて、
事前に調整させていただきます。

〇工事で使用する重機を運搬する特殊車両�、法令の定めにより
21時00分から翌05時00分の時間帯に運搬することを考えています。

〇夏季（6月～9月）�、本工事期間中に発生土の運搬時間を18時00分まで
延長することがあります。その場合�事前に地元の皆様にお知らせします。

運行時間帯配布資料３３



＜羽場地区（県道飯田南木曽線の通行）＞

・運行時間帯：8時30分～17時00分 （準備工事期間中）

8時30分～17時00分 （ﾄﾝﾈﾙ掘削期間中 発生土の運搬）
7時00分～19時00分 （ﾄﾝﾈﾙ掘削期間中 資機材の運搬）

・休 工 日：日曜日、その他長期休暇（年末年始等）
○16時30分～17時00分�、土砂・発生土運搬車（ダンプトラック）の
運行台数の制限を行います。また、資機材の運搬にあたって、
7時00分～8時30分に通行する場合�、通勤車や小中学生の通学
に配慮します。

〇上記の時間帯以外や休工日に作業や運搬を行うことがあります。
その場合�事前に地元の皆様にお知らせします。

〇地域のイベント等が開催される場合�、運行時間などについて、
事前に調整させていただきます。

〇工事で使用する重機を運搬する特殊車両�、法令の定めにより
21時00分から翌05時00分の時間帯に運搬することを考えています。

〇夏季（6月～9月）�、本工事期間中に発生土の運搬時間を18時00分まで
延長することがあります。その場合�事前に地元の皆様にお知らせします。

運行時間帯配布資料３４



配布資料３５ トンネル発生土の運搬計画（平成31年度末以降）

千代ＩＣ

龍江ＩＣ

天龍峡ＩＣ

飯田東ＩＣ

飯田ＩＣ

飯田山本ＩＣ

発生土置き場
（飯田市下久堅小林地区）

発生土置き場
（飯田市龍江地区）

発生土置き場
（下條村睦沢地区）

往 路

復 路

【凡 例】

往復路（一般道通行）

往復路（高速道通行）

工事箇所

羽場大瀬木線・国道１５３号を通行

国道１５１号を通行

広域農道を通行



配布資料３６ トンネル発生土の運搬計画

• トンネル掘削に伴う発生土運搬�、平成31年度末より開始予定です。

• トンネル掘削期間中の運搬経路�、高速道路（中央自動車道・三遠

南信自動車道）を使用して各発生土置き場へ運搬します。

• 各発生土置き場の造成工事の順序�、発生土受入の準備が完了

したところから、順次行う予定です。

• 準備工事に伴う工事用車両の運行経路�、周辺道路の整備状況を

踏まえて決定します。



１．作業員に対する交通安全教育の徹底

・制限速度の厳守、地元車両優先の徹底

・歩行者等への配慮、一旦停止の確実な履行

２．安全対策

・安全看板の設置

・待避所の設置（道路拡幅工事の実施）

・交通誘導員の配置

・通学児童への対策

３．工事用車両の明示

地元の皆様に対する交通安全対策�、最優先課題として
実施していきます。

交通安全対策配布資料３７



１．作業員に対する交通安全教育の徹底

・制限速度の厳守、地元車両優先の徹底、歩行者等への

配慮及び一旦停止の確実な履行を図るため、 交通安全

教育実施時�交通安全マップを用います。

・作業員に�、新規入場時に教育を行うとともに

現場に入場後、1回/半年の頻度で定期教育を実施します。

定期教育
（1回/半年）

入場時教育
交通安全KY

交通安全教育配布資料３８



安全看板・待避所の設置配布資料３９

（１）注意喚起用安全看板 （２）道路拡幅工事 ※市道大休妙琴線

地
元
車
優
先

歩
行
者
注
意

住
宅
あ
り

車
両
走
行
注
意

（※デザイン�変更となる場合があります）

図面

拡幅後の道路幅

現在の道路幅

（4.5～5.0m程度）

7.0m （片側3.5m）

道路拡幅

２．安全対策

・注意喚起のための安全看板を、工事用車両が往来する箇所

に適宜設置します。

・道路幅員が狭く車両のすれ違いができない場所�、道路拡幅

工事を行い、すれ違いができるようにします。



施工ヤード

配布資料４０ 交通誘導員の配置

（３）交通誘導員配置
（工事用車両出入口に配置）

凡例

：交通誘導員
※イメージ

２．安全対策

・工事期間中�、工事用車両出入口に交通誘導員を配置します。

・道路拡幅工事をする際や、工事用車両の運行台数が大きく増加

する時期に�、要注意箇所に交通誘導員を配置します。

・通学児童への対策として、要注意箇所に交通誘導員の配置等の

安全対策の検討を進めてまいります。



至 市街地

樋の沢交差点

交通誘導員の配置配布資料４１

凡例

：交通誘導員配置至

妙
琴
公
園

２．安全対策

・通学児童への対策として、要注意箇所に交通誘導員の配置等の

安全対策の検討を進めてまいります。

N

市道大休妙琴線
整備範囲

整備範囲 整備範囲

西部山麓線



・ダンプトラックは

左右各１枚、前後各１枚 計４枚設置

・ミキサー車は

左右各１枚、前面に１枚 計３枚設置

戸田・あおみ・矢作ＪＶ

中央新幹線中央アルプストンネル(松川)外

中央新幹線

工事用車両の明示配布資料４２

※ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸのｲﾒｰｼﾞ

※ﾐｷｻｰ車のｲﾒｰｼﾞ

※イメージ



発生土運搬車（ダンプトラック）に搭載する運行管理システム

・ 発生土運搬車（ダンプトラック）にＧＰＳ衛星との通信端末（モニター）
を搭載し、全車両の運行状況を監視します。

・ 制限速度の超過、車間距離、急発進および急ハンドルを検知した
場合、通信端末（モニター）より注意喚起アナウンスが流れるシス
テムを採用します。

車間距離接近t
減速してください

速度超過t
減速してください

急発進ですt
注意してください

配布資料４３



防音扉の設置

施工ヤードにおける主な環境保全措置

・低騒音、低振動、排出ガス対策型建設機械の採用

・防音仕様の吹付けプラントの設置

・防音扉、防音対策型送風機の設置、集塵機の設置（坑内）

・仮囲いの設置

・フード付きベルトコンベアの設置

・施工ヤード内の舗装及び散水

配布資料４４

※写真のステッカー�低騒音・排出ガス対策型を示します。

低騒音・低振動・排出ガス対策型建設機械の採用

※トンネル坑口部に設置します。



園 公 ） 琴 妙 （越 風

市 田 飯

施工ヤードにおける主な環境保全措置配布資料４５

施工ヤード内の舗装及び散水 フード付きベルトコンベアの設置防音対策型送風機の設置

仮囲いの設置

高さ
約5.0ｍ

マレット
ゴルフ場

防音仕様の吹付プラントの設置



• 工事着手前、工事中、工事完了後に、河川
流量等の状況を定期的に監視するとともに、
トンネル内の湧水などの状況も併せて確認
します。

• 調査の結果、工事中に減水・渇水などの兆
候が認められた場合に�、水を利用される
方の生活に支障をきたさぬよう、代替水源
の確保などの対策を実施します。

河川の流量調査

地下水・水資源・水質に関する主な環境保全措置

※  pH、浮遊物質量 ：1回/日
自然由来の重金属等の調査 ：1回/月＊

（＊トンネル掘削発生土に、基準超過土が確認された場合等に追加実施）

【水質】
工事排水の処理設備

配布資料４６

• 施工ヤード内に濁水処理設備を設置して、
工事排水を適切に処理します。

• 設備の点検・整備により、性能を維持します。

• 工事排水の水質※、排水先の河川の水質、
水量監視 を実施します。

【地下水・水資源】



園 公 ） 琴 妙 （越 風

市 田 飯

水質に関する環境保全措置配布資料４７

施工ヤード外周に排水側溝設置

松川へ放流
（路面排水）

松川へ放流
（工事排水）

トンネル坑内からの工事排水（配管）

新井取水口

上水道取水口

新井

松川

＜工事排水・路面排水の処理方法＞

濁水処理設備の設置

沈砂池（仮設）の設置

マレット
ゴルフ場

工事排水

路面排水 沈砂池（仮設）

松川へ放流

＜濁水処理設備による処理＞

沈砂槽

上澄水を
松川へ放流

水質測定
（pH、SS）

集水ます

凝集材

濁水処理設備

中和剤

処理済の排水

加圧脱水機

水質測定（pH、SS）

排水 脱水ケーキ



タイヤの洗浄状況

配布資料４８

道路の散水・洗浄状況

・ワンウェイ運行による発生集中交通量の低減

・車両の出入口や周辺道路の散水、洗浄

・工事用車両のタイヤ洗浄

・工事従事者への講習・指導（新規入場時、安全教育時）

・定期的な車両の点検、整備による性能維持

工事用車両の運行に関する主な環境保全措置



工事用車両の運行に関する主な環境保全措置配布資料４９

• ワンウェイ運行による発生集中交通量の低減

工事用車両の運行台数が増加するトンネル掘削期間中において、工事用車両の

運行方向を一方通行とすることで、発生集中交通量を低減します。

県道飯田南木曽線

市道大休妙琴線

施工ヤード

N



土壌汚染に関する主な環境保全措置配布資料５０

① ②

③

• トンネル掘削土について�、

自然由来の重金属等の調査を

１回/日を基本に実施します 。

• 土砂ピット�、３日分の発生土

を１日分ずつ分けて仮置き出来

るよう「３分割構造」とします。

• トンネル掘削による発生土（岩ずり）�、土壌汚染対策法の対象外

ですが、万が一指定基準に適合しない自然由来の重金属等が存

在する場合を想定し、「建設工事で発生する自然由来重金属等含

有土対応ハンドブック」（H27.3土木研究所）の内容を踏まえ、対策

を実施します。 土砂ピット（３分割構造）
（トンネル掘削土の仮置場）

※土砂ピットはコンクリートを打設し、雨水が地面に

浸透しないようにいたします。なお、排水は濁水

処理設備を経由して松川に放流する計画です。



仮設物の色合いへの配慮（仮囲い）

配布資料５１

切土法面等の緑化

• 景観や人と自然との触れ合いの活動の場への影響を低減させるために、

以下の環境保全措置を実施します。

・妙琴公園の利用性への影響に配慮した工事用道路計画

・妙琴公園の利用者に対する安全対策

・切土法面等の緑化

・仮設物の色合いへの配慮

景観等に関する主な環境保全措置

写真



マレットゴルフ場

マレットゴルフ場

N

マレット
ゴルフ場

景観等に関する主な環境保全措置配布資料５２

駐車場の拡張整備

工事用道路への誤侵入の防止

（防音パネル・防塵シート設置）

工事用道路 誤侵入の防止
（ゲートの設置）

安全通路（階段）の設置 妙琴公園

凡 例
仮囲い（防塵シート：高さ３ｍ）

仮囲い（防音パネル：高さ３ｍ）

第三者立入防止ゲート

安全通路（階段等）
一般車両と工事用車両の通行経路を分離

公園駐車場を回避した進入路計画

仮設物の色合いへの配慮
（仮囲い 防音パネル）

減少する

駐車場

仮設物の色合いへの配慮
（仮囲い 防塵シート）



園 公 ） 琴 妙 （越 風

市 田 飯

施工ヤードにおける主な環境保全措置配布資料５３

仮設物の色合いへの配慮

（フード付きベルトコンベア）

仮設物の色合いへの配慮
（工事用仮桟橋）

切土法面の緑化

仮設物の色合いへの配慮

（吹付プラント）



• 仮設設備等について�、現地の状況に合わせて設置

するとともに、稼働状態等の定期点検を行います。

• 工事関係者全員に対し、環境影響評価書の記載内容

及び具体的に実施する環境保全措置について教育を

行い、確実な遂行を図ります。

• 実施状況について定期的に確認し、必要な場合�指導

します。

確実な環境保全措置実施のための対応配布資料５４



事後調査・モニタリング・その他の調査の計画配布資料５５

• 水資源について�予測の不確実性があり、また、動物、植物及び生

態系について�一部の環境保全措置の効果に不確実性があること

から、環境影響評価法に基づく事後調査を実施します。

• 上記と�別に、モニタリングを実施します。

◇大気質、騒音、振動

◇水質、水資源

◇土壌汚染

◇動物、植物（河川の周辺）※減水の兆候が見られた場合

• その他の調査として、施工ヤードでの騒音・振動について、

日々簡易計測を実施します。



配布資料５６

松川橋りょう

萩の平非常口

事後調査・モニタリングの計画について（水資源・水質）

阿智村

種別 調査項目 基本的な調査頻度

井戸

湧水

水位・水量、水温、pH、
電気伝導率、透視度

・トンネル工事前の１年間、月１回

・トンネル工事中、月１回

・トンネル工事完了後３年間、４季※

地表水
流量、水温、pH、
電気伝導率

・トンネル工事前の１年間、月１回

・トンネル工事中、月１回

・トンネル工事完了後３年間、４季※

水質
浮遊物質量（SS）、水温、pH、
自然由来の重金属等

・工事前に１回

・工事中に毎年１回実施

※松川より西側

凡例
黒色 ：事後調査
白色 ：モニタリング

：予測検討範囲

※状況に応じて調査期間

及び調査頻度は別途検討

します。



配布資料５７ 事後調査・モニタリングの計画について（水資源・水質）

種別 調査項目 基本的な調査頻度

井戸

湧水

水位・水量、水温、pH、
電気伝導率、透視度

・トンネル工事前の１年間、月１回

・トンネル工事中、月１回

・トンネル工事完了後３年間、４季※

地表水
流量、水温、pH、
電気伝導率

・トンネル工事前の１年間、月１回

・トンネル工事中、月１回

・トンネル工事完了後３年間、４季※

水質
浮遊物質量（SS）、水温、pH、
自然由来の重金属等

・工事前に１回

・工事中に毎年１回実施

松川橋りょう

黒田非常口

※松川より東側

凡例
黒色 ：事後調査
白色 ：モニタリング

：予測検討範囲

※状況に応じて調査期間

及び調査頻度は別途検討

します。



事後調査・モニタリング結果の取り扱い配布資料５８

• 事後調査、モニタリングの結果について�、測定後、随時結果を

整理しています。質問等につきまして�、ＪＲ東海（中央新幹線

長野工事事務所）までお問い合わせください。

• 上記の結果や環境保全措置の実施状況について�、事業者の

取組として年度毎にとりまとめ、長野県及び関係自治体へ報告を

行います。

• 結果を受け、必要の場合に�、環境保全措置の追加や変更を

実施します。

• 環境保全措置の追加や変更がある場合�、影響が及ぶ可能性の

ある地域にお住いの方々などに、あらかじめご説明します。



【事業計画及び環境保全に関すること】

<事業者> 東海旅客鉄道株式会社

中央新幹線長野工事事務所 （℡ ０２６５－３８－６５００）

環境保全事務所（長野） （℡ ０２６５－５２－６５１１）

住所：長野県飯田市元町５４５１番地

（受付日時／土・日・祝日・年末年始を除く平日、９時～１７時）

【工事の監督指導に関すること】

<発注者> 独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構

関東甲信工事局 飯田鉄道建設所 （℡ ０２６５－５３－１７５５）

住所：長野県飯田市鈴加町１－１－３

（受付日時／土・日・祝日・年末年始を除く平日、９時～１７時）

【工事内容に関すること】
<施工者> 中央新幹線、中央アルプストンネル（松川）外工事共同企業体

（構成員：戸田建設・あおみ建設・矢作建設工業）
中央アルプストンネル作業所 （℡ ０２６５－４８－５８９１）
旧住所：長野県飯田市羽場町１丁目１０-１４（平成29年12月中旬まで）
新住所：長野県飯田市北方３１４３他 （平成29年12月中旬から）

配布資料５９ お問い合わせ先


